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研究成果の概要（和文）：急激に変化する社会に対応するために必要な資質・能力の一つである科学的リテラシ
ーの育成は重要課題である。本研究では、まず、大学生の科学的リテラシーの現状と課題を明らかにした。次
に、家庭科と理科の学習指導要領および教科書等の分析から、科学的リテラシーの育成に滴した題材を抽出し
た。また、これらの題材の中から具体的な学習プログラムを作成し、大学生を対象に実践し、その有効性を明ら
かにした。今後は、より多くのプログラム開発を進める必要がある。

研究成果の概要（英文）：Fostering scientific literacy, which is one of the qualities and abilities 
necessary to respond to a rapidly changing society, is an important issue. In this research, first, 
we clarified the current situation and problems of scientific literacy among university students. 
Next, from the analysis of the curriculum guidelines and textbooks for home economics and science, 
we extracted suitable subjects for fostering scientific literacy. In addition, a specific learning 
program was created from these themes, put into practice for university students, and its 
effectiveness was clarified. We need to develop more programs in the future.

研究分野： 教科教育
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研究成果の学術的意義や社会的意義
今後、数年～数十年先の科学技術の進展を考える際に、科学的リテラシーは育成すべき重要な資質・能力の一つ
である。本研究により明らかになった科学的リテラシーの育成に有効な題材を用いた学習を教員養成段階で実践
することは、科学的リテラシーを身につけた教員を増加させることにつながり、ひいては初等教育における科学
的リテラシーの育成の推進につながると考えられる。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
 
 
１． 研究開始当初の背景  
近年、人工知能（AI）やモノインターネット（IoT）など科学技術の進展はめざましい。

これから 10～20 年後の変化はより激しいものであると予想される。そのような未来で必要
とされる力は、『いかに社会が変化しようと、自分で課題を見つけ、自ら学び、自ら考え、
主体的に判断し、行動し、よりよく問題を解決する資質や能力（文部科学省 HP）』であり、
新学習指導要領においては、知識・能力のみならず、それを活用する力、すなわち、思考力、
判断力、表現力を育成することが求められている。また、学習の過程において、つねに学び
を自分の人生や社会とつなげることを意識させることが求められている。 
ここで育成すべき資質・能力の一つに「科学的リテラシー」があげられる。実生活におけ

る課題を解決するための知識・技能を用いるリテラシーを評価する PISA 調査（Programme 
for International Student Assessment）において評価される科学的リテラシーは｢自然界及
び人間の活動によって起こる自然界の変化について理解し、意思決定するために、科学的知
識を使用し、課題を明確にし、証拠に基づく結論を導き出す能力｣とされている。日常生活
における様々な状況で科学を用いる、つまり、科学的な原理や概念の理解にとどまることな
く、それらを｢生活と健康｣、｢地球と環境｣、｢技術｣という側面から、日常生活に活用できる
ことが重視されている。日本では、すでに 2006 年から、社会と科学を結びつけるための「サ
イエンスコミュニケーション」の重要性が指摘され、国の政策として様々な機関が取り組み
を推進してきた。しかし、学校教育においてその教育が充実しているとはいえず、多くは科
学に興味関心を持つ一部の人々への働きかけで留まっている。そのため、子どもの理科への
興味関心は低く（PISA 調査）、成人になっても多くの人がフードファディズムといった擬
似科学情報に惑わされる。科学技術が進展し、様々な情報が飛び交う世の中において、科学
的リテラシーは、科学を扱う技術者や研究者だけでなく、すべての人にとって生活上、重要
なリテラシーであり、学校教育においても、その教育が充実されるべきである。子どもに科
学的リテラシーを身につけさせるためには、なにより、教師自身がそれを持つべきである。
しかし、理科や理科的内容の指導を苦手とする小学校教員が多いという現状がある。よって、
これからの小学校教員に「科学的リテラシー」を十分に習得させることは急務である。 
前述のとおり、科学的リテラシーを育成する取り組みはすでに行われている。特に、理科

教育からの視点の取り組みは多く、すでに多くの研究が行われている。しかし、小・中学校、
高等学校の教育を経た大学生を見る限り、小学校教員を志望する学生にその資質が備わっ
ているとは言い難い。すなわち、新たな分野からのアプローチが必要であると考える。そこ
で「科学的リテラシー」を身につける教育に、家庭科分野からのアプローチを提案する。そ
もそも、家庭科は、衣食住・消費・環境など生活の中の様々な科学的事象を扱う教科であり、
新学習指導要領における家庭科の見方・考え方である「健康・快適・安全」「生活文化の継
承・創造」「持続可能は社会の構築」に関しては「科学的リテラシー」は欠かせないことか
ら、科学的リテラシーを育成するのに非常に適した教科だと言える。 
また、小学校では、教科横断的な学習が求められていることから、生活の中の様々な事象を
科学的にとらえ、他教科と連携する視点を持つことは、小学校教員として重要な資質である
が、本研究により作成する教材を用いた学習は、この視点を育成することにもつながる。 
 
２．研究の目的 
本研究の目的は家庭科が扱う生活の中の様々な事象から出発する学習が「科学的リテラシ
ー」を習得するのに有効であることを明らかにすることである。これが明らかになり、教員
養成における有効な教材を開発できれば、科学的リテラシーを持つ教員を効果的に育成す
ることができる。このことは、小学校における科学的リテラシー教育を推進することにつな
がり、科学的リテラシー教育全体を見たときに、非常に効率の良い方法であるといえる。本
研究では、小・中学生や高校生ではなく、大学生を対象とする。しかも、今後の科学的リテ
ラシー教育を推進する上で、鍵となると思われる小学校教員の養成における教材を考える
点において、独自性があると言える。また、これまで申請者が実践してきた家庭科および食
教育の学習内容を題材とし、大学生を対象とした新たな科学的リテラシー教育のための教
材を開発するという点が創造性としてのポイントである。 
 
３．研究の方法 
（１）大学生の科学的リテラシーに関する調査 
開発した教材の効果を確認するためには、実践前後の科学的リテラシーの評価が必要とな
る。そのために、大学生を対象に科学的リテラシーについてアンケート調査を行った。 
 
（２）「科学的リテラシー」育成につながる題材の抽出 
①家庭科教育分野の分析 
家庭科食生活分野の学習内容に着目し、科学的リテラシーのうち「科学への興味・関心」



を高める題材についての検討を行った。高等学校家庭科教科書（家庭基礎）、中学校・高等
学校家庭科の副教材および食を科学的な側面から取扱った関連書籍を分析した。 
 
②理科教育分野の分析 
高等学校理科の学習指導要領における科学的リテラシー育成の捉え方を分析した。また、

化学分野、生物分野の教科書から日常生活に結び付いた記述を抽出し、家庭科の分野との関
連性を検討した。また、個人に意思決定が促される記述についても整理した。 
 
（３）教員養成課程で共有できる学習プログラムの有効性の検証 
上記（２）で抽出した題材を用いた学習プログラムを作成し、少人数を対象に試行した。

この対象者に対して、科学的リテラシーの習得に対する有効性を事前・事後のアンケート調
査を行い、有効性を検証した。 
 
４．研究成果 
（１）大学生の科学的リテラシー 
既研究から「科学的リテラシー」の枠組みを設定した。具体的には OECD が進めている

PISA(Programme for International Student Assessment)と呼ばれる国際的な学習到達度
の分析結果および科学的リテラシー研究に関する文献を収集し、検討を行った。その結果、
科学的リテラシーを「科学的能力」「科学的知識」「態度」の 3つの側面から評価できること
が明らかになった。 
次に、上記の枠組みを元に作成した調査項目を用いて、大学 1年次の科学的リテラシーの

現状について分析を行った。その結果、10～60 代の一般のデータと比較して、3つの側面す
べてにおいて習得度が高かった。しかし、3項目の中では態度の側面についての習得率が低
く、特に「科学に関する興味・関心」及び「資源や環境に対する責任」の領域の得点が低か
った。よって、家庭科の学習対象である身近な生活の中の科学や資源や環境に関する内容が
科学的リテラシーの向上に有効であることが推察された。 
 
（２）「科学的リテラシー」育成につながる題材 
①家庭科教育食生活分野 
科学的リテラシーのうち「科学への興味・関心」を高める題材についての検討を行った。

高等学校家庭科教科書（家庭基礎）、中学校・高等学校家庭科の副教材および食を科学的な
側面から取扱った関連書籍を分析した。その結果、「科学に関する興味・関心」を向上させ
る学習方法である「実験的学習」および「調べ学習」に該当する多くの題材があることがわ
かった。 
 
②理科教育分野 
高等学校理科の学習指導要領では、日常生活を科学的な視点で捉え、科学的に探究できる

姿を目標としており、得られた知識や理解を日常生活での意思決定に使用する科学的リテ
ラシーの態度の育成は重視されていないことがわかった。教科書の分析により、記述されて
いる内容を受けて個人に意思決定が促される記述は、化学分野で全 230 件中 10 件（全体の
4%）、生物分野で全 77 件中 17 件（全体の 22%）と、少ないことがわかった。また、家庭
科の各分野との関連性を調べたところ、食生活分野の内容が特に多かった。 
 
（３）教員養成課程で共有できる学習プログラムの有効性の検証 
上記（２）で抽出されたの題材の中から２つのプログラムを作成した。 
１つめは「カフェイン」である。計３時間の授業開発を行い、大学１年生を対象に実践を

行い、「科学への興味・関心」の向上に対する有効性について検討を行った。本授業受講後
の参加者へのアンケート調査の結果、科学的な情報の入手、評価、活用に関わる食生活リテ
ラシーの重要性は認識されており、「科学への興味・関心」についての４つの構成概念にお
いて受講者の意識が向上していた。よって、本授業は「科学への興味・関心」を高めるのに
有効であるといえる 
２つめは「ゲノム編集食品」である。計２時間の授業開発を行い、大学１～４年生を対象

として実践を行った。実践前後にアンケート調査を実施して意識の変容を分析した。その結
果、科学的知識を得て、他者と意見を交流することを通して、科学的根拠を持ってゲノム編
集食品の選択について意思決定するという変容が見られた。 
 
（４）まとめ 
以上の結果から、科学的知識の習得と科学論的内容の理解の両方を進めるには一つの教

科だけでは難しいと考えられる。家庭科で対象とする題材には数多くの科学的リテラシー
を育成する題材があり、理科と合科的に扱うことによって、効果的に科学的リテラシーを育
成できることが示唆された。しかし、科学的リテラシーは 1回の授業で育成できるものでは
なく、科学的に意思決定することを繰り返し経験することでより深い学びになる。今後も
様々な題材から教科横断的な学習活動を考え、実践していく必要がある。 
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